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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 193 ha

平成 24 年度　～ 平成 29 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点/人 平成23年度 平成28年度

万人/年 平成22年度 平成28年度

駅前広場利用者満足度調査
小見川駅前広場利用者の満足度点数
（８項目５段階評価のアンケート調査による平均点）

駅周辺の機能を改善し、利用者の利便性を図り、満足度を30％
アップする。（※80点満点） 40.0 52.0

小見川への来街者数 小見川地区の観光入込客の人数
地域資源を活用したイベント等について、情報発信機能を強化し、
来街者数を10％アップする。 37.9 41.7

大目標：道路と鉄道の交通結節点の機能向上を図り、地域資源等の活用と情報発信機能の強化により、交流人口の拡大を促し、都市再生を目指す。
　目標１：市の副拠点として、駅周辺の機能を改善し、市民や来街者の利便性と景観の向上を図る。
　目標２：恵まれた自然環境や歴史的資源を活用し地域の文化を中心としたイベントや行事等を支援し、その情報発信をし、市民や来街者の憩いや交流の場を創出することで交流人口の拡大を図る。

・香取市は、平成１８年３月２７日に旧佐原市、小見川町、山田町及び栗源町が合併して誕生した。この合併により、本市は、千葉県下第４位の広大な市域と多様性に富んだ地域特性を有し、水と緑豊かな自然環境、伝統に育まれた文化や産業など、豊
富で多彩な地域資源に恵まれる一方、人口の減少、少子高齢化の進行、早期の一体性の醸成などの課題が山積している。
・このような中、地方分権の進展と相まって、中長期的な視野に立った計画的かつ安定的な行財政運営が求められるようになり、合併前に策定された新市建設計画の理念を継承しつつ、新たなまちづくりの指針となる香取市総合計画を平成２０年３月に
策定した。
・小見川駅周辺整備については、総合計画におけるにぎわいのまち創造プロジェクトにも位置づけられており、小見川駅周辺地区は商店街の空洞化が進み、その再生が望まれている状態であった。このような状況を受けて、平成20年9月に、市内部の
関係部課で構成する「小見川市街地整備庁内検討会」を設置し、検討を行ってきている。
・平成21年1月には、個性的で魅力ある小見川市街地をテーマに、その役割や発展可能性について調査研究するため、県職員と市職員による「新しいまちづくり協働研究会」を設置し、地元住民団体等の意見収集や望まれる事業の方向性の検討等を
行った。
・このような経過を踏まえ、平成22年度には、「住民アンケート」の実施や「住民座談会」、「ワークショップ」を開催して住民の意向を把握し、「香取市小見川市街地整備基本計画」を策定した。その計画の中で、「小見川駅周辺地区」を先行整備地区と設定
し、整備を推進することとなる。

・小見川地域は、世帯数は増加しているが、定住人口の減少、少子高齢化が進行している。
・小見川市街地における商業地は、道路沿道や黒部川に沿って線的に形成されているが、商店の閉店等により、線から点に変わりつつあり、市街地の生活を支える商店街機能が低下している。
・小見川地域には、交流人口を呼び込む集客力の高い観光拠点がないため、自然環境や歴史的資源等を活かした観光機能の充実による地域の活性化を図ることが必要。
・小見川駅周辺は玄関口として、来訪者等へのサービス機能の充実と利用者の利便性の向上が求められている。
・地域文化を中心としたイベント等を充実し、交流人口の拡大が求められている。

・香取市総合計画では、市街地整備区域の土地利用の方向性について、環境との共生に配慮した都市基盤整備を進めるとともに、計画的な市街地の再生や新市街地の形成を誘導し、快適で安全な住環境の創出や新たな住宅地の形成、市の玄関とし
ての鉄道駅周辺の環境整備、商業サービス機能の強化などに努め、また、行政機能や教育・文化機能、観光・交流拠点機能をはじめとする多様な都市拠点機能の集積及びネットワーク化を誘導し、人々が集う魅力ある市街地環境の創出に努めるとし
ている。
・都市計画マスタープランでは、小見川地域の将来像を「水と緑に囲まれ、新たな交流・活気を生み出すまち　小見川」として、利根川や黒部川の水辺空間、地域南部の自然環境や地域に残る歴史資源などを活かしながら、潤い、交流、にぎわいのある
土地利用の形成を目指すとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・都市再生整備計画の交付期間終了後に実施する事後評価実施時に、事業効果発現の状況を確認するためのアンケート調査等を実施し、今後の事業展開に活用する。

方針に合致する主要な事業
整備方針1（小見川地区の玄関口である小見川駅周辺の機能を高める）
・小見川駅周辺の機能を改善し、利用者の利便性と景観の向上を図る。

小見川駅前広場整備事業【基幹事業：道路】
小見川駅自転車駐車場整備事業【基幹事業：地域生活基盤施設】
小見川駅前駐車場整備事業【基幹事業：地域生活基盤施設】
石張等舗装整備事業【基幹事業：高質空間形成施設】
照明施設整備事業【基幹事業：高質空間形成施設】

整備方針2（市民や来街者の憩いや交流の場を創出し、交流人口の拡大を図る。）
・多目的に利用できるガイドマップや誘導サインを作成し、来訪者への利便に供し、併せて地域の情報発信を行う。
・恵まれた自然環境や歴史的資源を活用したイベントや行事等を支援し、その情報を広く発信する。

多目的マップ・誘導サイン整備事業【提案事業：地域創造支援事業】
小見川にぎわい事業【提案事業：まちづくり活動支援事業】

・



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 香取市 直 3,120㎡ 24 29 24 29 480.0 480.0 480.0 480.0

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 香取市 直 － 24 28 24 28 79.5 79.5 79.5 79.5

高質空間形成施設 香取市 直 － 27 29 27 29 29.0 29.0 29.0 29.0

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 588.5 588.5 588.5 0.0 588.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

香取市 直 26 27 26 27 2.7 2.7 2.7 2.7

香取市 直 26 29 26 29 7.0 7.0 7.0 7.0

香取市 直 24 28 24 28 24 24 24 24

香取市 直 26 27 26 27 3.5 3.5 3.5 3.5

合計 37.2 37.2 37.2 0.0 37.2 …B

合計(A+B) 625.7
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費規模事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

事業活用調
査

事業効果分析調査事業

まちづくり活
動推進事業

小見川にぎわい事業 －

ワークショップ運営事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

多目的マップ・誘導サイン整備事業

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

小見川駅自転車駐車場、小見川駅前駐車場

石張舗装、照明施設

交付期間内事業期間
細項目

小見川駅前広場

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0.4交付対象事業費 625.7 交付限度額 250.2 国費率



都市再生整備計画の区域

　小見川駅周辺地区（千葉県香取市） 面積 193 ha 区域 小見川・野田・本郷・八日市場の一部



駅前広場利用者満足度調査 （ 点/人 ） 40.0 （平成23年度） → 52.0 （平成28年度）

小見川への来街者数 （万人/年） 37.9 （平成22年度） → 41.7 （平成28年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　小見川駅周辺地区（千葉県香取市）　整備方針概要図

目標
道路と鉄道の交通結節点の機能向上を図り、地域資源等の活用と情報発信機能

の強化により、交流人口の拡大を促進し、都市再生を目指す。

代表的な

指標

■地域生活基盤施設－基幹
小見川駅自転車駐車場整備事業

□まちづくり活動推進事業－提案
小見川にぎわい事業

□地域創造支援事業－提案
多目的マップ・誘導サイン整備事業

■地域生活基盤施設－基幹
小見川駅前駐車場整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□事業活用調査－提案
事業効果分析調査事業

国道356号

□まちづくり活動推進事業－提案
ワークショップ運営事業

■道路－基幹 小見川駅前広場整備事業

■高質空間形成施設－基幹 緑化施設等
（石張等舗装事業）

（照明施設整備事業）
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